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こ
と
に
倉
庫
設
備
不
足
の
た
め
野
積
と
さ
れ
、
ま
た
附
近
に
高
圧
線
も
通
つ
て
お
り
、
落
雷
等
の
場
合
最
も
危

険
を
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
政
府
は
い
か
な
る
措
置
を
講
ず
る
か
。 

東
京
都
南
多
摩
郡
稲
城
村
駐
留
軍
多
摩
基
地(

元
陸
軍
火
工
廠)

に
推
定
十
五
万
ト
ン
の
極
東
空
軍
の
爆
弾
が
保

有
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
事
実
な
り
や
。
五
万
ト
ン
で
も
危
険
と
さ
れ
て
い
る
の
に
多
量
の
爆
弾
を
東
京
近
郊

に
置
く
こ
と
の
可
否
い
か
ん
。 

右
質
問
す
る
。 
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